
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 10月7日に新潟県歯科保健協会から歯科衛生士のお二人をお招きし、「お口の健康教室」

を開催しました。そこでは、むし歯や歯周病について、8020 運動、歯みがき、そしてフロ

スのお話などをしていただきました。実際に自分の歯が何本あるのか、手鏡や舌を使って数

えてみる場面もありました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯の「仕上げみがき」と聞くと、幼児・園児を対象にした取り組みとイメージされる方も

多いかと思います。しかし実際には、一人で隅々まで丁寧に歯をみがくことは小学校低学年

～中学年頃まで難しいとも言われています。まずお子さんが自分でみがき、その後で「ここ

はできているね！」「ここはもうちょっとかな～」など、声かけをしながらお家の方がチェ

ックし、必要に応じて仕上げみがきを取り入れていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 

 

  

  

Ｎｏ.９ 

（お子さんと一緒にお読みください） 
 

令和４年１０月１４日（金） 

伊米ヶ崎小学校 保健室 

「お口の健康教室」を開催しました！ 

 これらはすべて、歯をみ

がくときに“みがき残し”

になりやすい部分。つまり

「むし歯・歯周病になりや

すいところ」とも言えるで

しょう。歯みがきではとく

に意識して、丁寧にみがく

ように心がけてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


